
中
国
文
化
学
会
(
出
大
塚
漢
文
学
会
)
略
史

承
前
「
漢
文
学
会
略
史
」
(
〈
中
思
文
化
i

研
究
と
教
育
i

〉

一
九
九
二
、
〈
漢
文
学
会
会
報
〉
第
五

O
号
所
収
)

一
九
九
一
年
(
平
成
一
一
一
年
)

六
月
二
九
百
平
成
一
一
一
年
度
大
嫁
漢
文
学
会
大
会
(
於
湯
島
袈

堂
)
。
井
川
義
次
「
イ
エ
ズ
ス
会
士
に
よ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
吋
四

世
帯
い
の
紹
介
に
つ
い
て
」
、
菅
本
大
二
斗
分
」
の
思
想
に
つ
い
て
」
、

阿
川
修
三
「
開
予
悶
の
経
学
観
に
つ
い
て
」
、
柏
原
茂
つ
也
4

の
位

置
」
、
坂
口
一
ニ
樹
「
宮
体
詩
の
性
格
に
つ
い
て
ヘ
松
村
茂
樹
「
漸
江

と
徽
派
版
酒
の
関
係
に
つ
い
て
h

宮
内
保
「
神
韻
派
と
絵
翻
」
、
青

木
五
郎
「
佑
子
育
列
伝
「
憾
楚
平
五
墓
、
出
其
戸
、
鞭
之
三
百
」
に

つ
い
て
」
。
漢
文
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
コ
史
記
い
の
指
導
を
め
ぐ
っ

中
間
伸
一
、
後
藤
雄
幸
。
平
成
四
、
五
年
度
委
員
長
水
沢
利

1
h
v
o
 九

月
二
一
日
月
例
会
(
於
桜
踏
会
館
)
。
村
田
和
弘
「
在
上
海

大
学
現
状
報
告
」
、
中
原
尚
道
「
文
字
の
規
格
化
に
つ
い
て
」
。

十
二
月
七
日
丹
例
会
(
於
湯
島
聖
堂
)
。
J

日
沢
寛
子
弓
鰐
林
外

に
お
け
る
作
者
の
言
語
意
識
」
、
三
浦
勝
利
に
お
け
る

学
術
書
出
版
動
向
、

一
九
九
ニ
年
(
平
成
田
年
)

三
月
七
日
月
例
会
(
於
湯
島
聖
堂
)
。
玉
城
要
「
自
居
易
の
調

論
詩
」
、
沼
口
勝
「
陶
淵
坊
の
擬
古
詩
に
つ
い
て
」
。

六
月
二

o
g
〈
中
国
文
化
!
研
究
と
教
育
i

〉
一
九
九
二
、
〈
漢

文
学
会
会
報
〉
第
五

O
号
発
行
。
五

O
号
記
念
号
ο

編
輯
者
、
高
橋

均
、
諮
口
明
、
大
上
正
美
、
安
藤
信
出
閥
、
小
谷
ア
郎
、
白
井
啓
介

(
以
下
五
一
号
ま
で
陀
じ
)
。
印
刷
所
、
株
式
会
社
共
立
印
刷
所
(
以

下
問
じ
)
。
「
漢
文
学
会
略
史
付
資
料
」
「
漢
文
学
会
々
報
総
目
次

(第
1
号
1
第

ω号
ご
掲
載
さ
れ
る
。

向
日
平
成
四
年
度
大
塚
漢
文
学
会
大
会
(
於
東
京
都
教

職
員
互
助
組
合
教
育
会
館
)
。
井
川
義
次
「
明
代
河
東
の
学
の
一
面
」
、

菅
本
大
二
「
漢
代
に
お
け
る
「
春
秋
の
義
」
と
コ
旬
子
ピ
、
松
村
茂

樹
「
書
法
家
・
侍
山
の
葛
藤
」
、
佐
藤
一
樹
「
文
人
か
ら
知
識
人

へ
」
、
村
田
和
弘
「
「
二
拍
」
物
語
の
モ
チ
ー
フ
の
流
れ
」
、
加
国
理

一
郎
「
李
商
路
公
用
文
議
に
お
け
る
餅
文
の
文
体
に
つ
い
て
」
、
沼

口
勝
「
貌
晋
の
文
学
と
沼
周
氏
易
林
ピ
、
谷
川
英
郎
「
楊
億
と
吋
武

英
新
築
こ
。
漢
文
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ヨ
論
語
」
の
指
導
を
め
ぐ

っ
て
」
、
渡
辺
雅
之
、
吉
原
英
夫
、
加
藤
章
。

一
月
五
日
月
例
会
(
於
筑
波
大
学
学
校
教
育
部
)
。
村
上
之
伸

の
。
に
ん
じ
ん
u

と

い

に

つ

い

て

」

、

大

上

正

美

(150) 



し
て
の
〈
文
体
と
。

一
九
九
一
一
一
年
(
平
成
五
年
〉

三
月
五
日
月
例
会
(
於
筑
波
大
学
学
校
教
育
部
)
。
玉
城
要

居
易
の
閑
適
詩
ヘ
高
橋
均
「
論
語
音
義
と
論
語
一
日
」
。

六
月
二
六
日
〈
中
国
文
化
l

研
究
と
教
育
1

〉
一
九
九
三
、
ハ
漢

文
学
会
会
報
〉
第
五
一
号
発
行
。

向
日
平
成
五
年
度
大
探
漢
文
学
会
大
会
(
於
湯
島
聖

堂
)
。
小
林
健
一
「
毛
序
に
お
け
る
風
化
と
風
刺
に
つ
い
て
」
、
玉
城

袈
弓
自
氏
長
綾
集
い
四
分
類
消
滅
の
原
因
に
つ
い
て
」
、
加
藤
敏

「
元
徳
秀
と
元
結
に
つ
い
て
」
、
松
村
茂
樹
「
鄭
振
鋒
と
王
零
五
」
、

白
井
啓
介
「
曹
馬
戯
曲
の
文
学
表
現
」
、
稀
代
麻
也
子

2
泉
純
米
「
妙

徳
先
生
伝
」
を
め
ぐ
っ
て
」
、
沼
口
勝
「
陶
淵
明
「
乞
食
」
の
詩
よ

り
「
桃
花
源
記
」
へ
」
、
上
回
武
「
陶
判
例
明
の
若
き
友
人
た
ち
」
、
志

賀
一
郎
「
湛
甘
泉
研
究
の
動
向
に
つ
い
て
」
。
漢
文
教
育
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
弓
盾
詩
い
の
指
導
を
め
ぐ
っ
て
」
、
島
田
弥
生
、
柏
木
利
博
、

小
出
費
映
。
平
成
六
、
七
年
度
委
員
長
伊
藤
虎
丸
。

十
月
九
日
月
例
会
(
於
筑
波
大
学
学
校
教
育
部
)
。
加
国
理
一
郎

ぺ
李
弼
穏
「
太
尉
俺
公
会
話
一
品
集
序
」
に
つ
い
て
」
、
佐
藤
一
樹

(
近
代
中
密
研
究
い
。

十
二
月
一
…
日
月
例
会
(
於
筑
波
大
学
学
校
教
背
部
)
。
阿
川
修

三
「
井
川
義
次
氏
の
「
醇
遣
の
「
復
生
」
思
想
i

明
代
朱
子
学
派
の

部
」
に
つ
い
て
」
、
「
陶
淵
明
論
は
ど
の
よ
う
に
し
て

可
能
か
h

志
村
規
矩
夫
「
中
国
共
産
党
中
央
委
員
会
後
の
展
望
、

一
九
九
四
年
(
平
成
六
年
)

三
月
五
日
月
例
会
(
於
筑
波
大
学
学
校
教
育
部
)
。
佐
藤
一
樹

「
白
井
啓
介
氏
「
中
国
映
闘
の
失
わ
れ
た
系
譜
」
に
つ
い
て
」
、
安
立

典
世
「
陶
淵
明
の
死
生
超
越
へ
の
試
み
」
、
北
村
長
和
三
二
十
二
史

制
記
い
に
お
け
る
「
王
殺
し
」
の
一
一
一
一
同
及
」
。

四
月
二
三
日
月
例
会
(
於
筑
波
大
学
学
校
教
育
部
)
。
講
演
、
陳

平
原
「
叢
矧
麟
と
胡
適
の
経
学
・
子
学
の
方
法
に
関
す
る
論
争
を
め

ぐ
っ
て
一
。

六
月
二
五
日
〈
中
関
文
化
!
研
究
と
教
育

i
〉
一
九
九
回
、
〈
漢

文
学
会
会
報
〉
第
五
二
号
発
行
。
編
輯
者
、
高
橋
均
、
大
上
正
英
、

安
藤
信
庇
腕
、
小
谷
一
郎
、
白
井
啓
介
、
小
松
建
男
(
以
下
五
三
号
ま

で
同
じ
)
。

(151) 

同
日
平
成
六
年
度
大
塚
漢
文
学
会
大
会
(
於
湯
島
襲

。
井
川
義
次
「
張
居
正
の
「
誠
」
の
思
想
」
、
境
野
行
雄
「
近
作

「
恋
愛
の
季
節
」
に
お
け
る
王
曲
在
、
加
国
理
一
郎
「
温
庭
筒
の
餅
文

に
つ
い
て
」
、
宮
内
保
「
孟
浩
然
の
山
水
詩
」
、
高
橋
均
三
論
詰
音

義
い
に
つ
い
て
」
、
望
月
真
澄
三
洪
武
正
韻
』
依
拠
方
一
一
一
一
丘
、
漢
文

教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ヨ
史
認
」
へ
の
ζ

だ
わ
り
」
、
渡
辺
雅
之
、
堀

池
信
夫
、
吉
原
英
夫
、
加
藤
敏
、
青
木
五
郎
、
謡
口
明
。



十
二
月
三
日
(
於
筑
波
大
学
学
校
教
育
部
)
。
金
谷
順
子

「
〈
数
詞
十
動
議
が
状
認
に
な
る
場
合
広
つ
い
て
の
一
考
察
h

閥
的
晴
彦
ア
小
松
建
男
氏
論
文
弓
沼
鰍
先
鋒
鏡
重
闘
い
の
創
作
方

法
」
に
つ
い
て
」
。

一
九
九
五
年
(
平
成
七
年
)

三
月
十
日
月
例
会
(
於
筑
波
大
学
学
校
教
育
部
)
。
安
藤
信
蹟

「
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
東
ア
ジ
ア
資
料
」
、
沼
口
勝
「
安
立
典
世
氏
論

文

寸

陶

淵

明

八

楽

天

委

分

以

宝

百

年

〉

考

」

に

つ

い

。
臼
月
例
会
(
於
筑
波
大
学
学
校
教
背
部
)
。
小
松
建
男

叶
村
田
和
弘
氏
論
文
「
狐
妖
諦
の
変
容
と
継
承
」
に
つ
い
て
」
、
高
橋

由
利
子
の
吋
汲
古
閑
説
文
訂
い
に
つ
い
て
」
。

〈
中
国
文
化
l

研
究
と
教
育

i
v
一
九
九
五
、
〈
漢

一口一勺発行。

I!CI 
iヨ
向

日

(

於

湯

島

聖

堂

)

。

稀

代

麻

世

子

「

沈

約

の

に

つ

い

、

γ

広
域
安

「
銚
合
の
作
品
傾
向
に
つ
い
て
」
、
安
藤
好
恵
「
同
時
進
行
す
る
動
作

の
表
現
型
に
つ
い
て
ヘ
村
上
之
仲
「
泉
州
方
一
一
一
一
向
に
お
け
る
文
書

背
ヘ
松
村
茂
樹
日
只
呂
磁
と
六
三
隠
ヘ
小
谷
一
郎
「
日
中
近
代
文

学
交
流
の
一
断
部
」
、
間
嶋
潤
一
コ
尚
鰭
問
中
候
い
に
お
付
る
殻
湯
の

受
命
神
話
に
つ
い
て
」
。
漢
文
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
高
木

重
俊
、
安
藤
信
広
、
渡
辺
雅
之
、
向
嶋
成
美
。
平
成
八
、
九
年
度
委

員
長
伊
藤
虎
丸
。

九
月
二
三
日
月
例
会
(
於
筑
波
大
学
学
校
教
育
部
)
。
舟
部
淑
子

「
馬
致
遠
の
散
曲
に
つ
い
て
」
、
向
嶋
成
美
「
安
藤
信
広
氏
論
文
「
誠

運
の
吋
山
居
斌
』
に
つ
い
て
」
に
つ
い
て
い
。

十
二
月
九
日
月
例
会
(
於
桜
蔭
会
館
)ο

井
沢
明
尚
「
元
好
関

に
お
付
る
人
物
形
象
」
、
広
野
行
雄
「
睦
文
夫
の
「
美
食
家
」
を

一
九
九
六
年
(
平
成
八
年
)

三
月
一
六
日
月
例
会
(
於
筑
波
大
学
学
校
教
育
部
)
。
肖
波
「
試

析
蘇
淘
的
吋
名
二
子
説
ど
、
堀
池
信
夫
「
佐
藤
一
樹
氏
論
文
「
漢
文

に
お
け
る
近
代
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
模
索
l

漢
文
科
を
め
ぐ
る
明

治
・
大
正
の
論
議
1

」
に
つ
い
て
」
。

六
月
二
九
臼
〈
中
慰
文
化
1
1
研
究
と
教
育
i

〉
一
九
九
六
、
〈
漢

文
学
会
会
報
〉
枇
昭
一
号
発
行
。
編
輯
者
代
表
、
高
橋
均
(
以
下
五

五
号
ま
で
陣
じ
〉
。

(152) 

向
日
平
成
八
年
度
大
塚
漢
文
学
会
大
会
(
於
湯
島
襲

。
松
崎
哲
之
「
湖
東
史
学
の
展
開
」
、
菅
本
大
二
「
天
の
統
治
」
、

加
悶
理
一
部
「
李
商
憾
と
牛
李
の
党
争
に
つ
い
て
」
、
加
藤
敏
「
元

結
の
「
春
陵
行
」
と
「
賊
退
示
官
吏
」
に
つ
い
て
」
、
谷
口
匡
「
朱

こ
に
つ
い
て
」
、
甲
斐
勝
二
「
院
籍
の

。〉



形
象
に
つ
い
て
ヘ
沼
口
勝
「
拘
淵
明
「
飲
酒
」
漢
文
教
育

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ヱ
脱
文
教
育
は
可
能
か
?
ヘ
北
村
良
和
、
佐
藤
一

樹
、
現
地
信
夫
、
上
回
武
、
細
谷
美
代
子
。

十
一
月
一
六
日
月
例
会
(
於
筑
波
大
学
学
校
教
育
部
)
。
渡
辺
大

「
賞
者
吊
警
の
成
立
に
つ
い
て
」
、
佐
々
木
勲
人
「
動
詞
勾
直
前
に
現

れ
る
「
給
」
の
文
法
機
能
、

一
九
九
七
年
(
平
成
九
年
)

五
月
一
一
二
日
丹
例
会
(
於
筑
波
大
学
学
校
教
育
部
)
。
安
藤
信
蹟

「
法
政
大
学
蔵
プ
止
照
子
規
文
庫
」
の
漢
籍
に
つ
い
て
」
。

六
月
二
八
日
〈
中
盟
文
化
i

研
究
と
教
育
i

〉
一
九
九
七
、
〈
漢

文
学
会
会
報
〉司
自

平
成
九
年
度
大
塚
漢
文
学
会
大
会
(
於
湯
島
聖

書
民
間
引
い
「
易
伝
」
に
つ
い
て
」
、
渡
辺
大
コ
賢
」

占
巾
欝
「
経
法
」
「
十
六
経
」
「
祢
」
「
道
原
」
の
成

村
上
之
伸
「
海
南
関
認
の
「
訓
読
」
と
「
文
自
奥
山
抗
」
に
つ

い
て
」
、
杉
間
泰
史

3
左
伝
い
に
児
一
ら
れ
る
い
く
つ
か
の
他
動
詞
ア

ス
ペ
ク
ト
現
象
h

細
谷
美
代
子
「
史
伝
教
材
の
指
導
」
、
鈴
木
嘉
弘

二
制
一
訟
の
学
習
と
自
己
学
習
力
青
成
、
漢
文
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
陶
細
川
明
寸
飲
酒
」
詩
を
め
ぐ
っ
て
h

上
回
以
武
、
安
立
典
世
、
堀
池

沼
口
勝
。
総
会
の
議
事
(
二
)
と
し
て
「
会
期

委
員
会
案
一
本
認
。
中
関
文
化
学
会
発

。

に
つ
い
て
」

平
成
九
、
十
年
度
会
長
高
橋
均
。

一
月
二
九
日
月
例
会
(
於
筑
波
大
学
学
校
教
育
部
)
。
松
崎
哲

之
「
万
斯
伺
の
蹄
給
説
に
つ
い
て
」
、
菅
野
結
行
「
菅
原
道
真
の
選

一
九
九
八
年
(
平
成
十
年
)

三
月
六
日
月
例
会
(
於
筑
波
大
学
学
校
教
育
部
)
。
樋
口
泰
裕

「
康
信
「
擬
連
珠
」
試
論
」
。

五
月
一
六
日
月
例
会
(
於
筑
波
大
学
学
校
教
育
部
)
。
安
藤
信
康

「
陶
淵
明
の
「
飲
酒
二
十
首
」
に
つ
い
て
ヘ
大
上
正
美
「
祝
籍
と
伏

義
の
往
返
書
館
、

六
月
二

O
日
〈
中
毘
文
化

i
研
究
と
教
育
!
〉
第
五
六
号
発
行
。

編
輯
者
、
編
集
委
員
会
代
表
大
上
正
美
(
以
下
両
じ
)
。

向
日
平
成
十
年
度
中
国
文
化
学
会
大
会
(
於
青
山
学
院

大
学
)
。
大
橋
賢
一
「
李
益
の
文
学
」
、
高
橋
朱
子
「
韓
愈
の
「
情
」

と
李
朝
の
「
情
」
に
つ
い
て
」
、
松
村
茂
樹
「
海
上
派
の
学
画
法
に

つ
い
て
」
、
佐
藤
一
樹
「
社
会
ダ

l
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
は
中
国
社
会
に
衝

撃
を
与
え
た
か
町
村
上
之
伸
「
漢
詩
方
一
一
一
向
に
お
け
る
文
一
一
一
一
口
層
の
形

成
に
つ
い
て
」
、
伊
原
大
策
「
「
得
罪
他
」
(
彼
の
機
嫌
を
損
ね
る
)
の

語
法
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
中
層
知
識
人
像
!
伝
統
と
変
革
」
、
上
回

武
、
青
木
五
郎
、
小
谷
一
郎
、
佐
治
俊
彦
。

一
月
五
自
月
例
会
(
於
筑
波
大
学
学
校
教
育
部
)
。
井
沢
明
肖
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の
様
式
に
つ
い
高
橋
均
「
定
州
漢
慕
竹
簡

を
め
ぐ
る
い
く
つ
か
の
問
題
、

一
九
九
九
年
(
平
成
十
一
年
)

三
月
六
日
丹
例
会
(
於
筑
波
大
学
学
校
教
育
部
)
。
谷
川
英
知

一
旬
一
一
一
一
一
一
日
の
文
飾
に
つ
い
て
」
。

五
月
一
自
月
例
会
(
於
筑
波
大
学
学
校
教
育
部
)
。
木
村
淳

斗
故
事
新
編
い
の
主
題
に
つ
い
て
」
。

六
月
二
六
日
〈
中
国
文
化
!
研
究
と
教
育

i
v
第
五
七
号
発
行
。

向
日
平
成
十
一
年
度
中
国
文
化
学
会
大
会
(
於
東
京
女

子
大
学
)
。
関
浩
志
「
版
本
か
ら
見
た
歌
劇
「
白
毛
女
い
の
変
遷
」
、

村
上
之
伸
コ
一
段
英
大
辞
典
』
に
兎
ら
れ
る
関
南
語
下
位
方
一
一
一
一
口
の
分

析
」
、
辛
賢
弓
太
玄
い
の
「
首
」
と
「
賛
」
に
つ
い
て
」
、
北
村
良

和
「
「
死
了
以
後
一
内
説
」
の
発
想
に
つ
い
て
」
、
加
節
理
一
郎
「
李
商

隠
の
転
機
」
、
佐
々
木
良
「
孔
子
と
顔
聞
の
対
話
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
中
間
映
問
研
究
の
「
い
ま
」
」
、
自
井
啓
介
、
大
場
正
敏
、
刈
間
文

俊
、
館
け
さ
み
。
平
成
十
一
、
十
二
年
度
会
長
高
橋
均
。

九
月
一
八
日
月
例
会
(
於
桜
議
会
館
)
。
樋
口
泰
裕
「
北
貌
孝

文
帝
「
弔
比
一
千
慕
文
」
試
論
」
、
望
月
虞
澄
「
慧
琳
経
音
義
所
拠
之

…
月
一
八
日
月
例
会
(
於
筑
波
大
学
学
校
教
育
部
)
。

機
「
肉
体
か
ら
道
へ
」
、
谷
口
真
由
実
「
杜
甫
に
お
付

の
意
味
」
。

ニ
0
0
0年
(
平
成
十
ニ
年
)

四
月
二
九
日
月
例
会
(
於
筑
波
大
学
学
校
教
育
部
)
。
大
橋
賢
一

「
慮
輸
の
処
世
観
と
文
学
」
、
上
回
武
「
陶
淵
明
の
享
年
に
つ
い
て
の

二
つ
の
新
説
、

六
月
二
沼
田
ハ
中
国
文
化
i

研
究
と
教
育
i

〉
第
五
八
号
発
行
。

向
日
平
成
十
二
年
度
中
国
文
化
学
会
大
会
(
於
筑
波
大

学
)
。
速
水
愛
子
「
魚
玄
機
詩
の
表
現
に
つ
い
て
」
、
後
藤
英
明

三
般
宗
笑
録
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
、
荒
尾
敏
雄
「
杜
光
庭
の

吋
道
教
霊
験
記
}
に
於
け
る
応
報
観
に
つ
い
て
h

鶴
勲
寧
三
中
原

音
韻
い
の
「
中
原
」
に
つ
い
て
」
、
大
久
保
隆
郎
「
古
今
と
夏
夷
」
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
中
国
と
西
域
1

異
文
化
は
中
国
に
何
を
伝
え
た

か
」
、
安
藤
信
属
、
加
藤
敏
、
大
塚
秀
明
、
堀
池
一
信
夫
。

九月一一一

O
日
月
例
会
(
於
大
妻
女
子
大
学
〉
。
高
橋
未
来
「
杜
牧

「
菅
直
智
文
皇
帝
三
十
二
韻
」
に
つ
い
て
」
、
清
水
智
恵
「
国
語
教
育
の

変
遷
と
こ
れ
か
ら
の
漢
文
教
育
」

十
二
月
九
自
月
例
会
(
於
筑
波
大
学
学
校
教
育
部
)
。
石
村
広

「
結
果
檎
語
と
方
向
格
認
の
接
点
」
、
長
原
美
奈
子
「
高
校
の
漢
文
教

室
よ
り
」
。

ニ
0
0
一
年
(
平
成
十
一
一
一
年
〉

三
月
一
一
日
月
例
会
(
於
大
一
番
女
子
大
学
)
。
加
藤
和
江
「
韓
愈
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の
文
章
と
作
文
教
育
、

四
月
二
十
八
日
月
例
会
(
於
筑
波
大
学
学
校
教
育
部
)
。
松
村
茂

樹
「
呉
昌
碩
と
日
本
人
士
の
交
流
に
つ
い
て
」
、
佐
藤
一
樹
「
「
生
命

力
」
と
し
て
の
中
国
」
。

六
月
二
三
日
〈
中
国
文
化
l
研
究
と
教
育
i

〉
第
五
九
号
発
行
。
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